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目的
スポーツ科学委員会ではスポーツ選手の＂あがり’'を「過度の典奮のために、予期した通りにプレーが
できず記録が低下した状態」と定義しているじこの＂あがり”の実態を正確に把握し、その防止対策を講
じることはスポーツ選手や指導者にとって重要な課題であろう。特に、体操競技等の個人的スポーツでは、
2) 
試合直前の心理的コンディションが成績や記録を左右するといわれていることから、試合時での＂あがり”
の実態を調査し分析することは選手の心理的コンディション調整の一つの手懸りになるものと考えられる。
3)へ）
これまでの高校スポーツ選手を対象とした＂あがり”の実態についての調査や報告 もなされているが
高校体操競技選手を対象とした試合時での＂あがり”の実態報告は少なく、従って高校体操競技選手の
＂あがり’'の実態が正確に把握されているとは言い難い。
本研究でも高校体操競技選手の＂あがり”の実態を把握し、その防止対策の基礎資料を得るために＂あ
がり’'意識の程度からその現象、原囚の関係を分析した結果、’'あがり’'意識の程度によって現象や原因の選択
7) 
率に差異のあることを指摘してきた。そこで今回は技術水準に差巽のある集団間の＂あがり’'意識、自信
や演技得点と＂あがり’'意識の関係、＂あがり’'現象、原因等について比較し分析を試みた。
研究方法
1) 対象と調査期間
調査期間は昭和57年 4 月～祁年 8 月であり、昭和57年度の全国高校総合体育大会（以下ィンターハイ）
出場の男子48、関東高等学校体操競技選手権大会（以下関東大会）出場の男子31、女子3公千菓県高校
総合体育大会（以下県大会）出場の男子30、女子31、千葉県高校体操競技新人大会（以F新人大会）出
場の男子31、女子26、県大会の郡市地区予選会（以下地区大会）出場の男子56、女f60及び昭和5糾こ度
のインターハイ出場の女子31の合計 376 名の高校体操競技選手を対象とした。
但し、高校での体操競技では男子 6 種目（ゆか運動、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒）、女子
4 種目（跳馬、段違平行棒、平狗台、ゆか運動）が実施されている。今回は男女ともに、種目によって
棄権した選手を除く全種目の実施者男子 169 名、女-f 158 名の合計 327 名について分析を加えた。
2) 技術水準による分類
調査した各種大会を技術水準（大会水準）によって次の 3 集団に分類し比較した。
ここでは、、技術水準の下級（低）集団として県大会の予選会水準（地区大会）を 1 群、中級（中）集
団として県大会水準（県大会及び新人大会）を 2 群、技術水準の上級（高）集団として県外大会水準
（インターハイ及び関東大会）を 3 群とした。
3) 調査方法及び内容
質問紙により、下記の調査項目について各種大会ととに調査した。
① 体操競技の経験年数及び試合出場数を調査した。但し、試合出場数は高校での出場数である。
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② ’'あがり’'意識は試合全般及び種目ごとに調査した。＇｀あがり’'意識の程度は［全くあがらなかっ
た (1 点）」「少しあがった (2 点）」「かなりあがった (3 点）」の 3 点尺度である。
③ 自信は試合全般及び種目ごとに調査した。自信の程度は「非常に自信があった (5 点）」「やや自
信があった (4 点）」「どちらともいえない (3 点）」「やや自信がなかった (2 点）」「非常に自
信がなかった (1 点）」の 5 点尺度である。
④ 演技ミスは種目ごとに調査した。演技ミスの程度は「なし (0 点）」［ 1 回 (1 点）」「 2 回 (2
点）」「 3 回 (3 点）」「 4 回 (4 点）」「 5 回以上 (5 点）」の 6 点尺度である。
8) ⑤ `｀あがり’'現象及び原因の項目は、坂入らの研究結果から得られたものから体操競技に合致するよ
う検討を加え’'あがり’'現象及び原因の項目を決定した。いずれも複数回答である。
⑥ 演技得点は各種大会での公式の成績報告書によって調査した。
これらについて、地区大会と県大会は試合終了時に選手に質問紙を配布し回答させ当日回収した。関
東大会、インターハイ、新人大会は試合終了時に各チームの監督者に選手への質問紙の配布を依頼し回
答後郵送してもらう方法で回収した。
なお、現在の高校での体操競技では通常、規定演技と自由演技が行われているが、今回は各種大会で
共通の演技内容及び採点規則で実施された規定演技での'’あがり”について分析し比較した。
結果と考察
今回は大会水準によって選手の技術水準に差異があるものと判断して 3 つの群に分類し分析を試みた。
しかし、技術水準の一指標となる演技得点に明らかな差がなければ群間の技術水準に差異があるとは言え
ないであろう。そこで群間の演技得点に差があるかについて確めた。
表 1 男女種目での演技得点の平均値（規定演技）
1 n(N=46) 2 群 (N= 5 4) 3 符 (N = 6 9) p 
\5キ） ＼石キ） (~) 
（男子〕 M SD M SD M SD 1 と 2 1 と 3 2 と 3
ゆか 6. 7 8 4 I. 5 4 5 7. 6 9 6 I. 2 3 I 8. 9 5 6 0. 4 6 9 * * * * * * * * 
あん馬 5. 1 0 0 I 898 6. 7 I 4 I. 9 0 0 8 600 0. 7 I 6 * * * * * * * * * 
つり翰 5 586 I 826 6. 5 4 4 I. 5 8 5 8 657 0 695 * * * * * * * * 
跳馬 6. 8 7 I I. 5 7 8 7. 5 4 5 I. 5 9 5 9. 0 5 9 0. 3 5 0 * * * * * * * 
平行 1慶 5 357 I. 7 7 3 6. 8 8 1 I. 7 8 2 8. 7 7 6 0. 4 9 0 * * * * * * * * * 
註棒 5. 4 I I 2 3 7 I 6. 9 7 7 2. 0 I 2 8. 9 1 3 0. 6 8 6 * * * * * * * * * 
1 群 (li- 4 9) 2 群 (N-5 1) 3 群 (N ~ 5 8) p 
（女子） M SD M SD M SD 1( 群と ) 2 1lgと1)3 2( 群と ) 3 
跳馬 4 645 2 572 7. 7 4 9 I. 4 8 9 8. 8 3 6 0 379 * * * * * * * * * 
平行！裏 4 465 2. 1 1 7 7. 0 0 1 I. 8 8 6 8. 8 3 5 0. 5 1 0 * * * *** * * * 
平均台 5. 6 5 6 1. 7 6 5 8 044 1. 0 1 1 8. 6 0 5 0. 5 6 5 * * * * * * *** 
ゆか 5 505 1 998 8. 2 9 5 0. 6 8 7 8. 6 9 8 0. 5 0 7 * * * * * * * * * 
*P<O. 05 **P<O. 01 ***P<O. 001 
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表 1 は男女種目での演技得点の平均値を群ごとに示したものである。男女の全種目ともに演技得点は 1
群～ 3 群に移行するに従って高くなっていた。群間の平均値の差について t 検定で確認した結果、表 1 に
示すとおりの有意水準で男女の全種目ともに群間の演技得点には明らかな差がみられた。演技得点からみ
る限り今回分類した 3 つの群は技術水準に差異がある集団であったと判断できよう。
1) 男女種目での＂あがり’'意識
表 2 男女種目の＂あがり’'意識の得点平均値（規定演技）
1 群 (N-4 6) 2 群 (N-54) 3 群 (N=69) p 
〔男子） 1Uと存 ) 2 (喜尋） 2( 租と ) 3 M SD M SD M SD 1 と 3
ゆか 2. I 3 0 0. 6 8 7 1. 9 2 6 0. 5 3 9 1. 5 9 4 0. 7 0 9 * * * * * 
あん鴨 1. 9 3 5 0. 7 4 2 2. 0 5 6 o. 6 2 1 2. I 8 8 0. 6 8 7 + 
つり輪 I. 6 5 2 0. 6 7 4 I. 8 8 9 0. 6 2 9 !. 7 2 5 0. 7 0 0 + 
跳属 1. 6 9 6 0. 7 2 6 I. 5 7 4 0. 5 6 4 1. 4 2 0 0. 5 7 5 * 
平行樽 1. 9 5 7 0. 6 3 1 2. 1 8 5 0. 6 I 7 2. 0 2 9 0. 5 3 8 + 
秩樗 2. 0 0 0 0. 6 6 7 2. I 3 0 0. 5 4 6 1. 7 6 8 0. 6 4 0 + * * 
1 群 (N-49) 2 群 (N-5 1) 3 群 (N-5 8) p 
女子）（女 M SD M SD M SD 1( 群と ) 2 1t 喜と ) 3 2（群と ) 3 
(* *) (* * *) { * * *) 
翫馬 2. 0 0 0 0. 7 0 7 I. 7 8 4 0. 6 4 2 1. 4 6 6 0. 5 3 7 * * * * * 
(* * *) (* * *) (* * *) 
平行樗 I. 9 I 8 0. 6 4 0 I. 9 4 I 0. 5 8 0 I. 9 4 8 0. 5 7 5 
平均台 2. 4 0 8 0. 7 0 5 2. 5 4 9 0. 6 1 0 2. 3 4 5 0. 5 1 5 + 
ゆか 2(. 0 *6 ) 1 0. 7 I 9 1. (* * 7 *2 ) 6 0. 5 3 2 (* * *5 ) 5 I. 6 0. 6 0 9 * * * 
+P<O. 1 *P<O. 05 **P<O. 01 ***P<O. 001 
注・女子種目の平均値濯の（ * ）は平均台との t 検定の有意水準を示す
表 2 は男女種目の＂あがり’'意識の得点平均値を群ごとに示したものである。
男子種目で＂あがり’'意識の得点平均値が各群内で最も高い種目をあげると、 1 群ではゆか運動、 2
群では平行棒、 3群ではあん馬であった。逆に平均値が最も低い種目は 1 群ではつり輪、 2 群と 3 群で
は跳馬であった。女子種目でも平均値が最も低い種目は 1 群では段違平行棒、 2 群ではゆか運動、 3 群
では跳馬となっており、群によって｀｀あがり’'意識の得点平均値の順位は異なっていた。しかし、女子
種目の平均台は各群に共通して｀｀あがり’'意識の得点平均値は最も高くなっており他の種目に比ベ一定
した傾向がみられた。平均台と他の女子種目の平均値の差について t 検定した結果、いずれの群におい
ても 5%~ 0.1 ％水準で有意な差が認められた。すなわち、女子種目の平均台は技術水準に拘らず｀｀あ
がり’'意識の程度は強く、また他の種目に比べ＂あがり’'易い種目であるとも言えよう。このことは、
9) 
高さ 120cm、，幅 10cm、長さ 5mの台上でゆか運動と類似した演技が要求される平均台の競技特性が起因
しているものと考えられる。
また、男女ともにゆか運動と跳馬は 1 群～ 3 群に移行するに従って｀｀あがり’'意識の得点平均値は低
下する傾向が顕著であった。ゆか運動及び跳馬の群間の＂あがり’'意識の平均値について t 検定した結
果、男子のゆか運動の 1 群と 3 群 (P<0.001) 、 2 群と 3 群 (P<0.01) 、跳馬の 1 群と 3 群 (P<0.05)、
女子のゆか運動の 1 群と 2 群 (Pく 0.05) 、 1 群と 3 群 (P<0.01) 、跳馬の 1 群と 3 群 (P<0.001) 、 2
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群と 3 群 (P<0.01) に有意な差が認められた。すなわち、男女ともにゆか運動と跳馬は技術水準が低
い集団の方が＂あがり’'意識の程度が強い種目であるとも言えよう。しかし、男子のあん馬は 1 群～ 3
群へ移行するに従って＂あがり’'意識の得点平均値が高くなっていた。あん馬の群間の平均値の差につ
いて t 検定した結果、 1 群と 3 群に有意差 (P<0.1) は認められなかったが、 ゆか運動や跳馬とは逆に
技術水準の高い集団で｀｀あがり’'意識の程度が強くなる傾向がみられた。すなわち技術水準によって体
10) 操競技種目の＂あがり’'意識には差異がみられた。このことは体操競技種目の競技特性によって、各種
目の難易度や各種目に対する個人の習熟度等の相違が起因しているのではないかと思われる。
2) 演技に対する自信と｀｀あがり’'意識
表 3 男女種目の演技に対する自信と＂あがり’'意識の相関値
（規定演技）
（男子） 1 群 (N=46) 2 群 (N- 5 4) 3 群 (N- 6 9) 
* * *** 
ゆか -0. 3 7 4 -0. 3 0 1 -0. 4 5 7 
* * * 
あん魚 -0. 065 0. 0 9 0 -0. 5 5 4 
* * * 
つり輪 -0. 407 -o. 085 -0. 2 6 0 
*** * 跳民 -0. 5 2 6 -0. 191 -0. 2 8 I 
+ * 
平行樽 -o. 038 -0. 2 7 I -0. 3 2 1 
* * 
註樽 -0. 3 0 4 -0. 1 1 3 -0. 2 7 5 
〔女子） 1 群 (N-4 9) 2 群 (N- 5 4) 3 群 (N- 5 8) 
* * * 
跳黒 -0. 1 9 3 -o. 3 2 1 -o. 4 0 6 
* * * 
平行樺 -0. 160 0. 0 8 6 -0. 5 3 5 
* * * * * * 
平均台 -0. 0 2 2 -0. 5 0 7 -0. 4 5 9 
+ * * * * * 
ゆか -0. 2 7 7 -0. 4 2 4 -O. 6 I 8 
+ P < 0.1 *P <0.05 **P <0.01 ***P <0.001 
表 3 は男女種目での演技に対す
る自信の程度と｀｀あがり’'意識の
程度との相関係数を群ごとに示し
たものである。
男子では 1 群のゆか運動 (P<
0.0 5) 、つり輪 (P<0.01) 、跳馬
(P<0.001) 、鉄棒 (P<0.05) 、
2 群のゆか運動 (P<0.05) 、 3 群
のゆか運動 (P<0.001) 、あん馬
(P<0.001) 、つり輪 (P<0.05)、
跳馬 (P<0.05) 、平行棒(P<0.05 、
鉄棒 (P<0.05) に有意な負の相関
が認められた。女子では 2 群の跳
馬 (P<0.05) 、平均台 (P<0.001 、
ゆか運動 (Pく0.01)、 3 群の跳馬
(Pく0.01) 、段違平行棒(P<0.001,
平均台 (P<0.001) 、ゆか運動 (P<0.001) に有意な相関が認められた。特に男女ともに 3群では男子
6 種目、女子 4 種の総てに有意な相関が認められた。すなわち技術水準の高い集団 (3 群）では種目に
拘らず、自信の程度が低い方が＂あがり’'意識の程度が強い領向が顕著であった。
図 1 は男子種目での自信の程度（①自信あり、②どちらとも ③自信なし）による＂あがり’'意識①
平均値を示したものである。
自信の程度は「自信あり（やや及び非常にあった）」、「どちらとも」、「自信なし（やや及び非常
になかった）」にまとめて集計したものである。
全般的にみると「自信あり」に比べ「自伯なし」の方が｀｀あがり”意識の得点平均値が高い頼向がみ
られた。その傾向は 3 群に顕著であった。 3 群では全種目に共通して自信の程度が［自信あり」～「巨
信なし」へ移行するに従って｀｀あがり’'意識の得点平坊値は高くなるという一定した傾向が顕著であっ
た。すなわち技術水準の麻い 3 群では全種目に、自信のないものの方が＂あがり’'意識は強いという傾
向がみられたと言えよう。しかし、 1 群や 2 群では種目によって自信の程度と｀｀あがり’'意識との関伊
は異なっており、 3 群のような一定した傾向はみられなかった。特に 2群のあん馬では「自信なし」よ
りも「どちらとも」の方が＂あがり’'意識の得点平均値が高い傾向 (P<O.l) もみられ必らずしも「巨
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口口:ロロ:（ロ：ロ｀二??（あがり意蒼） 平行樽 註 樽
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①②③ ①②③ ①②③ ①②③ ①②③ ①②③ 
+ P< 0. I *P<O. 05 **P<0.01 ***P<O. 001 
註．①:自信あり ② ：どちらともいえない ③ ：自信なし
図 1 自信の程度からみた男子選手の＂あがり’'意識の比較（規定演技）
信なし」の方が＂あがり’'意識が強いとは言えない傾向も示された。
1 1) 
従来から＂あがり’'を防ぐには「経験や修養によって自信をもつこと」とのべられていることなど
＂あがり’'と自信との関係が指摘されている。今回の分析結果からも自信をもって試合に臨んでいるも
のの方が＂あがり’'意識が弱い傾向がみられ、高校体操競技選手でも自信の有無と＂あがり’'意識の強
弱にはかなりの関係が示された。特にその傾向は演技得点の偏差が小さく（表 1) 実力の接近している
技術水準の高い集団 (3 群）で顕著であった。このことから技術水準の高い競技会ではいかにして自信
をもって競技に臨むことができるかが選手や指導者の＂あがり’'対策として重要な課題であるものと考
えられる，しかし、今回の分析結果において、 1 群や 2 群の男子のあん馬や女子の段違平行棒では自信
12) と＂あがり’'意識との関係はみられなかった。松田は「自信のないものに＂あがる”ものが多いが、そ
れだけが原因でなく他の条件も働いている（筆者中略）。すなわち、自信をもって試合に臨んでいるも
のでも＂あがる”と訴えている」と報告している。このことから高校体操競技での自信についてのより
詳細な分析の必要性が示唆された。
4) 演技得点と＂あがり’'意識
男女種目の演技得点と＂あがり’'意識の程度との相関を求めた。その結果、男子の 3 群の 6 種目中ゆ
か運動 (P<O.O 5) 、 あん馬 (P<O.l) 、跳馬 (P<0.1) 、鉄棒 (P<O.O 1) の 4 種目に有意又はその傾
1 群や 2群では有意な相関は得られなかった。すなわち技術水向を示す負の相関が得られた。 しかし、
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準の高い集団 (3 群）では演技得点の低いものの方が演技得点が高いものに比べ｀｀あがり’'意識が強い
頻向がうかがえた。しかし、技術水準の低い集団では演技得点と｀｀あがり’'意識には一定し↑竺且句 1よみ
られなかった。また、女子では 2 群の跳馬 (P<0.05) に負の相関が得られただけであり、
は全く有意な相関は得られなかった。
1 匡こ 3 群で
図 2 は男子種目での演技得点の程度（①高得点、②平坊得点、③低得点）による＂互て，＇｀言識の平
均値を群ごとに示したものである。
ゆか あん黒 つり輪 跳蠅
点 (1 群 (N-46))冒□□ロロロニ平行遭 已 噂
点 (2 諾 (N-54) J i ロ3□ロ［ロロ
□
こ
三〗
ID
／ニロロ~（あがり意道）
+P<O. I 
註 ① 
図 2
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演技得点の程度からみた男子選手の＂あがり’'意識の比較（声ご呈戸
今回の演技得点の程度の分類は、各群の種目ごとに平均値を基にして 1 三・ー：：芝
低得点群とした。
I 
二三幸、 ③ 
図 2 に示すように、 3 群では全種目に共通して高得点群に比べ低得点豆恥〕こて'’―←-
平均値が高くなっており一定した傾向がみられた。 3 群の高得点群と低得点戸二三~-. "'-
点平均値について t 検定した結果、 あん馬 (P<O.l) 、跳馬 (P<O.O 1) 、色幸
ロニ点しつ得点
＇言識の得
こ戸言又はそ
の頻向を示す差がみられた。すなわち技術水準の高い 3 群では各種目ともに頁夜＝—て _: ：こタ~下（低得
点群）のものの方が＂あがり’'意識の程度が強い傾向が示された。特に跳呉こ主逹て云きてテーだ。こ
のことは選手の実力（演技力）が高いと｀｀あがり’'意識を抑えることが可能と s=．ぎて三ょ；ノ，しかし、
1 群や 2 群では図に示すように演技得点の程度による｀｀あがり’'意識の関係 1豆量三，こょーて表ナ；ってお
り、 3 群のような一定した傾向はみられなかった。特に 1 群の平行棒では低得点臣より誓き五、声や平均
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「胃が痛くなる」は 3 群だけに選択されていた。
また、 3 群に比べ 1 群や 2 群で比率が高くなっている項目をみると、男子では「落ち着ぎがなくなっ
た」「集中ガに欠けた」「不安感に陥った」「身体が重く感じた」「身体がだるい」等であった。特に
「身体が重く感じた」は 1 群で 29.5% 、 2 群で 19.2% 、 3 群で 3.3％となっておりその差が顕著であっ
た。女子では「思考の混乱」「時間が長く感じる」「集中力に欠けた」「不安雹 1こ隆った」「身体が震
えた」「身体がだるい」「唇がかわいた」等であった。特に「思考の混乱」は 1 群 2 4.4% 、 2 群 6.5% 、
3 群 3.5% となっており、 1 群と 3 群でその差が大きい。男女ともに技術水準◎云い 1 群では男子の
「身体が重く感じた」「身体がだるい」等、女子の「思考の混乱」等どちらかこ三えば体操競技のパフ
ォーマンスに好ましくない影響を及ぼすのではないかと思われる｀｀あがり’'現象項豆 3選択率が 3 群に
比べ高くなっている傾向がみられた。
表 4 は男女選手の＂あがり’'現象項目の訴え数の平均値を群ごとに示したも 0てテる：
男女ともに＂あがり’'現
象項目の訴え数の平均値は
1 群～ 3群へ移行するに従
って低くなっていた。群間
の訴え数の平均値の差につ
いて t 検定した結果、男子
の 1 群と 3 群 (P<0.01) 、
2 群と 3 群 (P<0.05)、女
子の 1 群と 2 群 (P< 0.1)、
1 群と 3 群 (P<0.01)に有
意又はその傾向を示す差が
認められた。すなわち男女
ともに技術水準の高い集団
の選手に比べ技術水準の低
い集団の選手の方が多くの
＂あがり’'現象項目を自覚
していたと言えよう。
6) 男女選手の＂あがり’'原
因
図 4 は男女選手の＂あが
り’'原因項目の選択率を群
ごとに比較したものである。
図 4 に示すように｀｀あが
り’'原因項目の選択率は男
女にほゞ共通した傾向がみ
られた。男女ともに 1 群や
2群では「不安感」「自信
表 4
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得点群で'’あがり’'意識の得点平均値が高くなっていた。 t 検定の結果、低得点群と平均得点群間に有
意差 (P<O.l) は認められなかったが傾向が示された。このように演技得点と'’あがり’'意識との関係
13) 
には技術水準や種目によって差異がみられた。このことは成瀬が I 要求水準が実力に対して妥当なとこ
ろに落ちつかせるのが容易でない」と指摘するように、選手の要求水準と実力とのギャップなどが一つ
の要因となっているのではないかと思われる。
5) 男女選手の'’あがり’'現象
図 3 は男女選手の'’あがり’'現象の選択率を群こ‘とに比較したものである。
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男fの＂あがり’'現象項目は群間によって項目の選択率は異なっているが、生理的現象と思われる
「喉がかわいた」は 1 群 (3 6.4%) 、
しヽた。
2 群 (4 2.3%) 、 3 群 (48.3% ）に共通して裔い比率で選択されて
女子の＂あがり’'現象項目も男子と同様に群間によって選択率は異なっているが、身体的現象と思わ
れる「身体が震えた」は 1 群 (4 8.9%) 、 2 群 (46.9%) 、 3 群 (3 1.6%）に共通して高い比率で選択さ
れていた。
すなわち技術水準に拘りなく各群に共通して男子では「喉がかわいた」、女子では［身体が震えた」
が’'あがり’'、現象項目として高い比率で選択されていることから、これらの項目が体操競技での男女選
手の＂あがり’'現象の特徴を示すものではないかと思われる。
次に男女の'’あがり’'現象項目で 1 群や 2 群に比べ 3 群で比率が高くなった項目をみると、男子では
「時間が短く感じる」「身体が軽く感じた」［喉がかわいた」等であっに。特に、身体的な現象と思わ
れる「身体が軽く感じた」は 1 群で 9.1% 、 2 群で 5. 9% 、 3 群で 3 1. 7 ％となっておりその差が顕著
であった。女子では「時間が短く感じる」「鼓動が激しくなった」「胃が痛くなる」等であった。特に
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なし」［ミス」「性格」等であり、 3 群では「不安感」「責任感」「自信なし」等が高い比率で選択さ
れていた。特に「不安感」は技術水準に拘りなく、男子の 1 群 (5 4.5%）、 2 群(5 5.8%）、 3 群 (5 3.3%）、
女子の 1 群 (6 0.0%) 、 2 群 (6 5.3%) 、 3 群 (5 0.9% ）に共通して高い比率で選択されていた。
14) 
松田は［不安傾向は緊張に搬きかえれるであろう。そしてこの問題は、いわゆる'’あがり’'の問題で
ある」と指摘している。今回の分析結果でも「不安感」は'’あがり’'原因項目として技術水準に狗りな
く高い比率で選択されており、体操競技における「不安」の内容を分析することは体操競技での＇｀あが
り’'を解明するための重要な手懸りとなろう。
また、’'あがり’'原因項目で 1 群や 2 群に比べ 3 群で選択率が高くなっている項目は男女に共通して
「責任感」であった。特に女子では 1 群 (13.3% ）、 2 群 (2 2.4% ）、 3 群 (4 5.6% ）と技術水準が高くな
るに従って選択率も高くなっていた。このことは学校や地域の代表選手であることに対する周囲の期待
等が技術水準が高くなるに従って大含くなることも考えられ、選手の「責任感」の程度に影響を及ぼし
ているのではないかと思われる。
また、 3 群に比べ技術水準の低い 1 群や 2 群で選択率が高くなっている｀｀あがり’'原因項目は男女と
もに「自信なし」「ミス」等であった。特に男子の「自信なし」は 3 群 (2 8.3%) 、 2 群 (4 2.3%) 、
1 群 (5 9.1%）と技術水準が低下するに従って＂あかり’'原因項目として選択するものが多くなってい
た。
表 5 は男女選手の＂あがり”原因項目の訴え数の平坊値を群ごとに示したものである。
男女ともに＂あがり'’
原因項目の訴え数の平均
値は 3 群に比べ技術水準
の低い 1 群や 2 群で高い
傾向がみられた。群間の
訴え数の平均値の差につ
いて t 検定した結果、男
子の 1 群と 3 群(Pく0.05)、
2 群と 3 群 (P<0.001) 、
表 5 男女選手の＂あがり’'原因の訴え数の平均伯（規定演技）
里エ選手
N M SD 
1 計 4 4 2 ら 4 6 1 284 
2 詳 5 2 2 6 9 3 1 164 
3 群 60 1 933 1. 0 7 2 
有琶水準 l 群と 3 群 P<O. 05 
2 群と 3 群 P<O. 001 
N 
4 5 
4 9 
57 
女子選手
M SD 
2 756 1 1 7 1 
2 265 I. I I 4 
2. 2 2 8 I 268 
1 群と 2 群 P<O. 05 
1 群と 3 群 P<O. 05 
女子の 1 群と 2 群 (P<O.O 5) 、 1 群と 3 群 (P<O.O 5) に有意な差が認められた。すなわち男女ともに
技術水準の高い集団 (3 群）に比べ技術水準の低い集団 (1 群）の選手の方が多くの｀｀あがり’'原因を
訴えていたと言えよう。
まとめ
高校体操競技選手の｀｀あがり’'の実態を把握するために、技術水準に差異のある集団間の＂あがり'\意
識、自信や演技得点と＂あがり’'意識との関係、｀｀あがり’'現象及び原因等について分析した結果、次の
ことが指摘できよう。
1) 技術水準によって男女種目の＂あがり’'意識に差異がみられた。男女のゆか運動と跳嗚は技術水準の
高い 3 群に比べ技術水準の低い 1 群で＂あがり’'意識が強くなっていた。また、女子の平均台は技術水
準に拘りなく＂あがり’'意識は強くなっていた。
2) 技術水準の高い 3 群では男女の全種目で自信がないものの方か’'あがり’'意識が強い煩向か顕著であ
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った。
3) 技術水準の高い男子の 3群では演技得点が低いものの方が＂あがり’'意識が強い傾向がみられた。 1
群や 2 群では種目によって異なり一定した傾向はみられなかった。
4) 技術水準によって＂あがり’'現象項目の選択率には差異がみられた。また、技術水準の高い 3 群に比
ベ技術水準の低い 1 群の選手の方が多くの＂あがり’'現象を自覚していた。
5) 技術水準によって｀｀あがり’'原因項目の選択率には差異がみられた。また、技術水準の高い 3 群に比
ベ技術水準の低い 1 群の選手の方が多くの＂あがり’'原因を訴えていた。
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